
第 297回静岡エフエム放送番組審議会議事録 

 

 

 

１．日 時     平成 26年 1月 7日（火）16:00～17:30 

２．場 所     静岡エフエム放送本社会議室 

３．番組聴取合評 ［番 組 名］ Hot Heart FUJIEDA  

[放送日時］ 平成 25年 12月 20日(金）および 27日（金） 

 各 9:30～9:45 

[出演者］   島田真梨子（レポーター） 

高橋正純（K-mixモーニング ラジラ･パーソナリティ）                   

４．出席者    ［委員］委員長 出口泰規 副委員長 谷川眞理 

委員 角田哲康  委員 木宮敬信  委員 小野晃司     

       [会社］代表取締役社長 祐嶋繁一 

常務取締役 上野豊 

放送本部長兼編成制作部長 久保田克敏 

編成制作部副部長 寺田和史 

    

５．事務局報告 

 中期（3ヵ年）経営計画の策定について 

 V-LOWマルチメディア放送への参入計画方針について 

 

６．番組審議 

[対象番組] Hot Heart FUJIEDA  

［放送日時］平成 25年 12月 20日(金）および 27日（金） 

 各 9:30～9:45 

[番組内容］藤枝市のヒト・モノ・コトに熱く迫る 15分間。藤枝をもっと知りたくな

る、行きたくなる情報を島田真梨子がレポートするコーナー番組。今回

試聴するのは、全国選手権出場を決めた藤枝東高校サッカー部のレポー

ト（12 月 20 日分）と、藤枝市が推進する「“もったいない”推進月間」

のレポート（12月 27日分）。 

 

［聴取･合評での主な意見］ 

谷川副委員長  島田さんのインタビューは、相手がしゃべる時間が長く、少し聴き辛い。 

質問の仕方も「どうですか？」といった曖昧な聞き方ではなく、具体的 

な質問のしかたをした方が分かり易い。また、島田さんと相手がお互い 

を探っているような感じがする。一般の方にインタビューするのは難し 

いと思うが、島田さんの聞き方や編集に更なる工夫が必要だ。 



木宮委員    インタビューのどこをどう編集して番組で使用するのかを、しっかりと

検討するべきだ。そのためには余裕を持ったスケジュールで取材活動を

した方がよい。一度のインタビュー素材で複数の人が続けて登場するも

のがあるが、その場合、誰がしゃべっているのかが分りにくいので,イン

タビューの中で相手に名前をしっかりと知らせる必要がある。全県で放

送しているので、「ふじえだグリーン商品券(500 円分)」は藤枝市民のみ

対象というコメントが必要だ。番組の中でずっと流れている BGM が少し

うるさいと感じることがある。 

 

角田委員    藤枝市民のためだけの行政サービスの場合は、その旨を伝えないと市民 

以外のリスナーに誤解を与える。島田さんの声は通りやすい。ただし、 

全体的に準備不足なところが多いと感じる。藤枝東高校サッカー部での 

インタビューも、選手と監督に同じような質問をしているのはよくない。 

島田さんの聞きたいことが最初から決まってしまっていて、相手とのや 

り取りの中で生まれてくるものが少ない。また、番組を通じて何を訴求 

したいのか、最終的な「まとめ」が島田さんや高橋さんからないのもよ 

くない。島田さんの年下である高校生への言葉の使い方、敬語の使い方 

が間違っている。サッカー部のインタビューなどは、現場の臨場感や動 

きなどを感じさせる工夫がない。インタビューのパートでは BGMをオフ 

にするなどの処理をしたらどうか。内容以前の問題として聴き易さの向 

上についてしっかりと取り組んでいただきたい。 

 

小野委員    藤枝市の取り組みを知ってもらいたいのであれば、番組としてのメッセ 

ージを高橋さんや島田さんが番組の最後でまとめて伝え、内容をしっか 

りと落とし込む場を作る必要がある。藤枝市もこの番組を提供するにあ 

たって、自己満足的にならないような配慮が必要だ。 

 

出口委員長    雑誌で言えばミニコミ誌的な素人っぽさが残る。島田さんは素人っぽい 

が、仮にそうだとしてもそれを心地よく感じさせることを制作スタッフ 

に考えて欲しい。藤枝市のことを市外の人にどう伝えるのか、という努 

力、アピールが足りないし、熱を感じない。「藤枝市に住んでもらいたい」 

というのが、藤枝市の狙いだとしても、まずは一度行ってみたいと思わ 

せるところからスタートするべきで、その部分が不足している。番組ス 

タッフだけでなく、藤枝市の担当者にもその点については認識して欲し 

い。 

 

会社サイド   前回（第 296回）では、2人のパーソナリティのバランス、メリハリやリ 

スナー・ターゲットなどについてご意見をいただきました。番組づくり 



の参考とさせていただきます。今回（第 297回）ご指摘いただきました 

点につきましても、今後の番組作りに反映させ、改善するようにいたし 

ます。 

 

7.  その他   審議終了後、放送設備など見学を実施。 

                  

8. 次回開催日  平成 26年 2月 4日（火） 11:50～13:30を予定 

以上 

 

                         番組審議会委員長 

                              出 口 泰 規 


